
地域における合唱・合奏活動
「リモートコラボレーション」の実証研究

～区民協働施設等を活用した「健康づくり及び介護予防」に資する

社会参加活動の在り方と効果検証に関する調査～
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活動風景
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「リモートコラボレーション」

ノートパソコンやスマートフォン、タブレット端末等のモバイル
ツールを駆使し、2地点以上の場所から参加するオンライン上での
合唱・合奏活動
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主要実験ツール「SYNCROOM（シンクルーム）」

遠く離れた人とリアルタイムに音楽セッションができる、ヤマハが
提供する無料の演奏アプリ。ネットワークの「音の遅れ」によるス
トレスを減らした点が特長。
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ヤマハ「SYNCROO」ホームページより引用
https://syncroom.yamaha.com/



実験風景１
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実験風景２
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リモートコラボレーション実験結果（抜粋）
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関東圏内の民間住宅5地点で運用制御の実験を実施
（オーディオインターフェース機器との簡易接続、接続コンディション計測、バッファ
サイズ 最小化、データフローの安定化による全体最適化）

⇒結果：音響の質の観点から、２地点がベスト



2拠点リモートコラボレーション 推奨環境
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リモートコラボレーション実践のための導入手順
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今後の展開
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①有志のSNSグループを作成
芝会議地域コミュニティ部会との共同イベント（ex：みんなとセッション“らく
らくリモート合唱合奏コラボレーション”）を企画展開

②さまざまな団体との協働事業を展開
1 健康づくりサポーター（港区きらきらプラザ: 健康長寿楽団みなと）
2 社会教育サークル（港区生涯学習センターばるーん: 童謡唱歌の会）
3 介護予防リーダー（港区介護予防総合センターラクっちゃ: サロンAKY）
4 高齢者サポーター（港区神明いきいきプラザ: ジャズボーカル講座）
5 芝会議地域コミュニティ部会有志（港区区民協働スペース：はっぴい♪しば）

③多世代の区民参加イベントの支援
子どもから高齢者まで健常者も障害者も多世代の区民によるみんなと社会参加で
きる活動（地域文化共創イベント）の支援


